
ア．計画書
瑞浪都市計画用途地域の変更　[瑞浪市決定]

　都市計画用途地域を次のように変更する。

種 類 面 積

第一種低層 約 1.0 ha 6/10以下 4/10以下 ― ― 10ｍ 0.1 %

住居専用地域 約 17.0 ha 8/10以下 5/10以下 ― ― 10ｍ 2.5 %

約 42.0 ha 10/10以下 6/10以下 ― ― 10ｍ 6.1 %

小 計 約 60.0 ha 8.8 %

第二種低層 約 ― ha 10/10以下 6/10以下 ― ― 10ｍ ― %

住居専用地域

小 計 約 ― ha ― %

第一種中高層 約 55.4 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 8.1 %

住居専用地域

小 計 約 55.4 ha 8.1 %

第二種中高層 約 23.0 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 3.4 %

住居専用地域

小 計 約 23.0 ha 3.4 %

第一種住居地域約 208.5 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 30.5 %

小 計 約 208.5 ha 30.5 %

第二種住居地域約 17.0 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 2.5 %

小 計 約 17.0 ha 2.5 %

準住居地域 約 ― ha ― ― ― ― ― ― %

小 計 約 ― ha ― %

近隣商業地域 約 51.7 ha 20/10以下 8/10以下 ― ― ― 7.6 %

約 21.0 ha 30/10以下 8/10以下 3.1 %

小 計 約 72.7 ha 10.6 %

商業地域 約 8.0 ha 40/10以下 8/10以下 ― ― ― 1.2 %

約 6.0 ha 50/10以下 8/10以下 ― ― ― 0.9 %

小 計 約 14.0 ha 2.0 %

準工業地域 約 124.9 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 18.3 %

小 計 約 124.9 ha 18.3 %

工業地域 約 77.0 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 11.3 %

小 計 約 77.0 ha 11.3 %

工業専用地域 約 31.0 ha 20/10以下 6/10以下 ― ― ― 4.5 %

小 計 約 31.0 ha 4.5 %

合 計 約 683.5 ha 100.0 %

「種類、位置及び区域は、計画図表示の通り」

　理　由

　明世町月吉地区は、工業の利便の増進を図るため利便を害する恐れのある施設の混在を防止
し、企業誘致に向けた工業団地を造成するため、工業地域に指定する。
　国道19号沿道地区は、幹線道路沿道の立地特性を活かした沿道商業を誘導するため、近隣商
業地域に変更する。
　穂並地区は、幹線道路沿道の立地特性を活かした沿道商業を誘導するため、近隣商業地域に
変更する。
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イ．新旧用途地域対照表
瑞浪都市計画用途地域の変更　新旧対照表

種 類

第一種低層 6/10以下 4/10以下 約 1.0 ha 約 1.0 ha 約 0.0 ha

住居専用地域 8/10以下 5/10以下 約 17.0 ha 約 17.0 ha 約 0.0 ha

10/10以下 6/10以下 約 42.0 ha 約 42.0 ha 約 0.0 ha

小 計 約 60.0 ha 約 60.0 ha 約 0.0 ha

第二種低層 10/10以下 6/10以下 約 0.0 ha 約 2.0 ha 約 -2.0 ha

住居専用地域 約 ha 約 ha 約 ha

小 計 約 0.0 ha 約 2.0 ha 約 -2.0 ha

第一種中高層 20/10以下 6/10以下 約 55.4 ha 約 55.4 ha 約 0.0 ha

住居専用地域 ha

小 計 約 55.4 ha 約 55.4 ha 約 0.0 ha

第二種中高層 20/10以下 6/10以下 約 23.0 ha 約 23.0 ha 約 0.0 ha

住居専用地域

小 計 約 23.0 ha 約 23.0 ha 約 0.0 ha

第一種住居地域 20/10以下 6/10以下 約 208.5 ha 約 214.9 ha 約 -6.4 ha

小 計 約 208.5 ha 約 214.9 ha 約 -6.4 ha

第二種住居地域 20/10以下 6/10以下 約 17.0 ha 約 17.0 ha 約 0.0 ha

小 計 約 17.0 ha 約 17.0 ha 約 0.0 ha

準住居地域 ― ― 約 ― ha 約 ― ha 約 ― ha

小 計 約 ― ha 約 ― ha 約 ― ha

近隣商業地域 20/10以下 8/10以下 約 51.7 ha 約 43.3 ha 約 8.4 ha

30/10以下 8/10以下 約 21.0 ha 約 21.0 ha 約 0.0 ha

小 計 約 72.7 ha 約 64.3 ha 約 8.4 ha

商業地域 40/10以下 8/10以下 約 8.0 ha 約 8.0 ha 約 0.0 ha

50/10以下 8/10以下 約 6.0 ha 約 6.0 ha 約 0.0 ha

小 計 約 14.0 ha 約 14.0 ha 約 0.0 ha

準工業地域 20/10以下 6/10以下 約 124.9 ha 約 124.9 ha 約 0.0 ha

小 計 約 124.9 ha 約 124.9 ha 約 0.0 ha

工業地域 20/10以下 6/10以下 約 77.0 ha 約 65.0 ha 約 12.0 ha

小 計 約 77.0 ha 約 65.0 ha 約 12.0 ha

工業専用地域 20/10以下 6/10以下 約 31.0 ha 約 31.0 ha 約 0.0 ha

小 計 約 31.0 ha 約 31.0 ha 約 0.0 ha

合 計 約 683.5 ha 約 671.5 ha 約 12.0 ha

建築物の延べ
面積の敷地面
積に対する
割合

建築物の建
築面積の敷
地面積に対
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新旧用途地域面積 面積の
増減
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都市計画区域 瑞浪都市計画

市町村名 瑞浪市

３

地区名：穗並地区

第一種住居地域  200/60

→ 近隣商業地域 200/80

２

地区名：国道19号沿道地区

第二種低層住居専用地域 100/60

　　   → 近隣商業地域 200/80

１

地区名：明世町月吉地区

白地Ⅲ 200/60 → 工業地域 200/60
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用途地域変更の理由書 
 

 近年の市街地及び市街地周辺における土地利用動向等を踏まえ、適正な土地利用の維

持または誘導を図るため、用途地域を新たに１箇所指定するとともに（明世町月吉地区）、

用途地域２箇所を変更します（国道 19 号沿道地区／穂並地区）。  

 

（１）明世町月吉地区 

１．都市の将来像における位置づけ 

用途地域を指定する明世町月吉地区は、中央自動車道の瑞浪インターチェンジから約 1.5km の位

置にあり、広域的な交通利便性の高い地区です。 

 瑞浪都市計画区域マスタープラン（2021 年 1 月 15 日変更）では、「活力ある産業交流都市づく

り」を都市づくりの目標の一つとしており（p.瑞浪-５）、土地利用の方針として「広域道路網を活

用し都市の活力を生み出すために必要な産業用地の確保や、良好な居住環境の形成等のために必要

な場合には、周辺の自然環境や営農環境等との調和に十分に配慮し、農林漁業に関する土地利用と

の調整を図った上で、計画的な整備を許容する」としています（p.瑞浪-16）。 

 また、第７次瑞浪市総合計画“ 基本計画”（2024 年 3 月策定）において、「活気みなぎるまち

づくり」を基本方針とし、「リニア中央新幹線の開通を見込み、企業誘致のための用地を確保し、

様々な制度による企業誘致に取り組む」こととしています（p.51）。 

瑞浪市都市計画マスタープラン（2024 年 3 月策定）では、「土地利用の方針」において、工業地

は「産業活動の場としての機能面の整備を図るとともに、工場緑化などにより周辺住民と調和を図

りつつ、うるおいのある地域景観の形成を図る」とする一方で（p.111）、農業地は「地域の振興を

図るための必要な整備や開発にあたっては、地域住民とともに秩序ある土地利用を図るもの」とし

ており（p.112）、工業地と農業地は住民意向を踏まえつつ区分することとしています。 

以上の方針を踏まえ、当該地区において企業誘致に向けた産業用地の確保を進めています。 

 
２．用途地域指定の必要性 

当該地区は圃場整備された農地が広がる白地地域ですが、農地の約 86％は 60 歳以上の農

業者で耕作されており、増加傾向にある獣害被害と相まって（瑞浪市地域農業経営基盤強化

促進計画（明世地区）令和 8 年 1 月）、今後、高齢農業者の離農に伴う耕作放棄地の増加が

懸念されています（「明世月吉地区 人・農地プラン」令和３年 12 月）。一方、当該地区

は中央自動車道の瑞浪インターチェンジから約 1.5km の位置にあり、国道 19 号や県道大西

瑞浪線の幹線道路にも近いことから道路交通の利便性が高い地域となっています。 

こうした背景のもと、現在、瑞浪市では当該地区において工業団地開発に向けた「瑞浪市明世町

月吉地区 工業団地造成基本計画」を令和８年３月に策定しており、今後、周辺の農業地との調和

を保ちつつ、適切な土地利用を誘導していくために用途地域を指定する必要があります。 

以上の方針を踏まえ、当該地区を工業地域に指定します。 

 

３．用途地域の指定の妥当性 

 当該地区では「瑞浪市明世町月吉地区 工業団地造成基本計画」を令和８年３月に策定しており、

これを踏まえ工業の利便の増進を図るとともに、その利便を害する恐れのある施設の混在を防止す

るため、工業地域（容積率 200％、建蔽率 60％）に指定します。 
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（２）国道 19 号沿道地区 

１．都市の将来像における位置づけ 

 国道 19 号沿道地区は、JR 瑞浪駅から南に約 1.4km の位置にあり、商業地と住宅地に隣接

しています。 

瑞浪都市計画区域マスタープラン（2021 年 1 月 15 日変更）では、「活力ある産業交流都

市づくり」を都市づくりの目標の一つとしており、「市街地内の（都）国道 19 号沿線では

交通利便性を活かし、大型商業施設を中心に沿道型の商業・サービス系施設が立地できる区

域とし、利便性の高い商業地区の形成を図る」としています（p.瑞浪-13、14）。 

また、第７次瑞浪市総合計画“ 基本計画”（2024 年 3 月策定）において、「活気みなぎるまち

づくり」を基本方針とし、「ロードサイドや周辺地域での商業振興、高齢者等の買い物弱者対策を

進める」としています（p.50）。 

瑞浪市都市計画マスタープラン（2025 年 3 月策定）では、地域別まちづくり構想において「市道

北小田１号線より東側の国道 19 号沿道及び国道 19 号と一般県道上山田寺阿戸線の交差点部周辺は、

居住環境や営業に適した環境に配慮しながら、近隣商業地としての位置づけを検討する」としてお

り（p.129）、まちづくり構想図でも当該地区は「近隣商業地」に分類されています（p.131）。 

 以上の方針を踏まえ、当該地区において商業振興を進めています。 

 
２．用途地域変更の必要性 

当該地区は現在、第二種低層住居専用地域で、建物の大半は住居系建物からなっています。

隣接する国道 19 号沿道では、近隣商業地域として商業施設の建設が進行しており、当該地

区もロードサイドの商業施設や業務施設の立地のポテンシャルが高いと考えられます。 

こうした状況を踏まえ、幹線道路沿道の立地特性を活かした沿道商業を誘導するため、当

該地区を近隣商業地域に変更します。 

 

３．用途地域の変更の妥当性 

 本区域の南側の区域は第１種低層住居専用地域に指定されており、当時の状況から、近隣商

業地域と第１種低層住居専用地域が隣接することを避けるため、第２種低層住居専用地域とし

ていましたが、当該区域周辺では、高齢化が進み、徒歩圏内の日常生活に必要な商業施設が不

足している状況にあることから、近隣商業地域に指定することにより、生活利便施設の立地を

促進し、第 1 種低層住居専用地域の住民の利便性向上を図ります。当該地区での開発において

は、瑞浪市の土地開発条例により周辺の住環境の保護に配慮しながら、隣接する北側・東側・西

側の近隣商業地域と一体的な土地利用を目指し、区域の整合を図るため、同一の用途地域となるよ

う近隣商業地域（容積率 200％、建蔽率 80％）に変更します。 
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（３）穂並地区 

１．都市の将来像における位置づけ 

 穂並地区は JR 瑞浪駅から南に約 2km の位置にあり、一般県道上山田寺河戸線の沿道です。 

瑞浪都市計画区域マスタープラン（2021 年 1 月 15 日変更）では、「活力ある産業交流都

市づくり」を都市づくりの目標の一つとし、「市街地内の（都）国道 19 号以南の（都）寺

河戸山田線沿線では交通利便性を活かし、大型商業施設を中心に沿道型の商業・サービス系

施設が立地できる区域とし、利便性の高い商業地区の形成を図る」としています（p.瑞浪-13、

14）。 

 第７次瑞浪市総合計画“ 基本計画”（2024 年 3 月策定）において、「活気みなぎるまちづくり」

を基本方針とし、「ロードサイドや周辺地域での商業振興、高齢者等の買い物弱者対策を進める」

としています（p.50）。 

瑞浪市都市計画マスタープラン（2025 年 3 月策定）では、地域別まちづくり構想において「国道

19 号に接続する一般県道上山田寺河戸線の沿道は、沿道利用地区として商業・業務・サービス施設

等の有効利用を検討する」としており（p.129）、まちづくり構想図でも当該地区は「近隣商業地」

に分類されています（p.131）。 

以上の方針を踏まえ、当該地区において商業振興を進めています。 

 
２．用途地域変更の必要性 

当該地区は現在、第一種住居地域ですが、商業地が広がる国道 19 号沿道と国道 19 号と一

般県道上山田寺河戸線との交差部周辺に隣接するとともに、一般県道上山田寺河戸線の沿道

地域でもあり、恵まれた交通環境を活かして商業施設の建設が進行しています。 

今後も当該地区では沿道商業の発展が見込まれることから、幹線道路の沿道にふさわしい

商業業務施設等が立地する地域として近隣商業地域へ変更します。 

 

３．用途地域の変更の妥当性 

 北側の近隣商業地域に隣接しており、現況は商業施設等の開発が進み、今後も商業地域としての

発展が見込まれること、住民の意向もあることから、商業施設等の誘致を図るため、近隣商業地域

（容積率 200％、建蔽率 80％）に変更します。 

 

 



上位関連計画において位置づけがなさ れている 該当箇所（ 抜粋）  

（ 明世町月吉地区／国道 19 号沿道地区／穂並地区）  

【 上位関連計画】  

オ．瑞浪市都市計画マスタープラン（令和７年３月）

カ．瑞浪都市計画区域マスタープラン（令和３年１月15日変更）

キ．第７次瑞浪市総合計画

※各計画の該当箇所を赤枠で示し ている 。



瑞浪市都市計画マス タ ープラ ン 

令和７ 年３ 月 

岐阜県 瑞浪市

オ．瑞浪市都市計画マスタープラン（令和７年３⽉）
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② 商業地 
 

【中心商業地】 

ＪＲ瑞浪駅周辺における既存の商業・業務機能が集積する「地域拠点」を中心商業地として位

置づけます。 

郊外型の大型商業施設やロードサイド型の商業集積により中心商業地としての活力が低下し

てきていることから、市民の快適な生活環境を支える都市機能を維持し、魅力的な拠点づくりを

図り、駅南地区での市街地再開発事業、駅北地区での複合公共施設の整備、南北地区の連携等を

進めます。また、「生活・文化・交流」の拠点として、商業・サービス・業務機能のみならず、

交通ターミナル機能や情報基盤及び交流機能の充実など、多様な都市機能の集積・向上を図り、

周辺の土岐川及び、市役所など公共施設が集積する地区と一体となったまちづくりを展開します。 
 

【近隣商業地】 

明世地区や下益見地区の国道 19 号沿道、国道 19 号と市道公園通線や一般県道上山田寺河戸線

との交差部周辺を近隣商業地として位置づけます。なお、一般県道上山田寺河戸線沿道について

は近隣商業地域としての位置づけを検討します。 

近隣商業地においては、広域骨格軸である国道 19 号における交通機能及び背後地の居住環境

に配慮したアプローチ道路や駐車場を配置した商業・サービス施設の集積を図るとともに、営業

に適した環境の創出を図ります。 

 

③ 工業地 

市西部の工業系用途地域に指定されているエリアや市街地南西部等の既存工業地、瑞浪クリエ

イション・パーク、市街地西部の商業系用途に指定されているエリアを工業地として位置づけま

す。 

工業地においては、産業活動の場としての機能面の整備を図るとともに、工場緑化などにより

周辺住民と調和を図りつつ、うるおいのある地域景観の形成を図ります。 

 

④ 沿道利用地区 

近隣商業地以外の国道 19 号沿道については、商業・サービス施設・工業等が混在立地する沿

道利用地区と位置づけ、背後地の居住環境に配慮し、主要幹線道路の沿道利用を促進します。 

なお、用途地域外の国道 19 号沿道においては、「国道 19 号瑞浪恵那道路」の整備に伴う沿道

利用のポテンシャルが高まることが想定されますが、原則として集落・農業ゾーンにおける居住

環境・営農環境に配慮した秩序ある土地利用を図ります。 

その他、一般県道上山田寺河戸線などの沿道利用が進んでいる市街地内の幹線道路沿道におい

ても、周辺環境と調和した沿道サービス施設の立地や美しい沿道景観の形成を図るなど、秩序あ

る土地利用の誘導を図ります。 

安武 愛十
ハイライト表示

安武 愛十
ハイライト表示
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（ ３ ） 市街地外における 土地利用の方針

本市の大部分を占める 市街地外の土地利用については、 国土利用計画及び総合計画等を踏ま え、

以下に示す考え方によ り 計画し ま す。  

① 集落・ 農業地区

土岐川、 小里川、 日吉川等の主要河川沿いや丘陵地に点在する 集落・ 農業地区は、 生活道路等

の生活基盤整備や生活に身近な都市機能の誘導に努め、 居住環境及び地域活力の維持・ 保全を図

り ま す。 ま た、 農業振興地域における 農用地区域をはじ めと する 優良農地の保全を推進し 、 自然

環境と 調和し た良好な集落・ 営農環境の形成を図り ま す。  

【 集落地】  

集落地においては、 自然と 調和する 快適な生活環境や地域内外の多様な交流を推進する ため、

地域住民と 共に取り 組むき め細やかな地域づく り の計画など に基づき 、 居住環境の整備を図り ま

す。  

ま た、 地域の中心と なる コ ミ ュ ニティ 施設の整備・ 充実や生活利便施設の誘導を図り 、 地区の

拠点性を高める こ と によ り 、 コ ミ ュ ニティ 機能の向上や生活文化の振興、 地域内外の幅広い人々

の多様な交流を推進し 、 地域に根ざし た新し い生活文化の創造や活力ある 地域づく り を進めま す。 

【 農業地】  

主要河川沿いや丘陵地に点在する 農業地については、 基盤整備がおこ なわれ集落と 一体と なっ

た環境を形成し 、 貴重な緑地空間や都市近郊農地など と いった様々な公益的な機能を有し ている

こ と から 、 原則と し て保全を図り ま す。 なお、 地域の振興を図る ための必要な整備や開発にあた

っては、 地域住民と と も に秩序ある 土地利用を図る も のと し ます。  

② レ ク リ エーショ ン地区

市域に点在する 自然環境（ 鬼岩公園、 竜吟峡、 屏風山等）、 歴史文化資源（ 中山道等） 周辺は、

豊かな水と 緑が織り 成す美し い自然を活用し たレ ク リ エーショ ン地区と し て位置づけ、 自然と の

交流の場と し て自然環境を保全し つつ、 周辺整備によ り 観光活用を図り ま す。  

ま た、 市域に多く 点在する ゴルフ 場についても 、 自然環境の保全を 図り つつ、 本市の観光・ ス

ポーツ ・ レク リ エーショ ンの拠点と し て活用し ま す。  

③ 丘陵・ 森林地区

市北部の「 飛騨木曽川国定公園」 に指定さ れた森林地域をはじ め、 多く の保安林及び特別緑地

保全地区など を丘陵・ 森林地区と 位置づけ、 森林の適切な育成、 管理を図り 、 自然環境の改変を

伴う 土地利用転換の抑制を図り ま す。 ま た、 良好な自然環境を有する 竜吟峡周辺の森林について

は保全に努めま す。  
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2） 地域別のま ちづく り 方針 

①
土
地
利
用
の
方
針 

◆商業地 ・ Ｊ Ｒ 瑞浪駅周辺の商業地は、駅周辺と 一体化し た中心商業地と し て位置づけ、

持続可能な魅力ある 商業地の形成を図る と と も に、 駅南地区での市街地再開

発事業や駅北地区での複合公共施設の整備、南北地区の連携等を推進し ま す。 

・ Ｊ Ｒ 瑞浪駅周辺と 隣接する 市道竜門 1 号線の南側の地区についても 、 中心商

業地と し て位置づけ、 土地の高度利用を図り 、 利便性の高い住宅・ 商業複合

市街地を形成し ま す。  

・ 市道北小田 1 号線よ り 東側の国道 19 号沿道及び国道 19 号と 一般県道上山田

寺河戸線の交差点部周辺は、 居住環境や営業に適し た環境に配慮し ながら 、

近隣商業地と し て位置づけを検討し ま す。  

◆工業地 ・ 西部の既存工場が立地する 工業専用地域や市街地西部の商業系用途に指定さ

れている エリ アは、 工業地と し て位置づけ、 周辺の自然環境や生活環境の保

全に配慮し つつ、 今後も 工業機能の維持を図り ま す。  

・ 南部の丘陵地に整備さ れた瑞浪ク リ エイ ショ ン ・ パーク は、 周辺の自然環境

と の調和を図り つつ、 工業の活性化に努めま す。  

・ 土地区画整理事業によ り 整備さ れた市街地南部は、 工業地と し て位置づけ、

未利用地の有効活用に努めます。  

・ 市街地内の住工が混在する 一般住宅地においては、 良好な居住環境の確保と

地場産業の保護・ 育成を図る ため、 工業の集約を推進し 住工混在の解消に努

めま す。  

・ 瑞浪市産業振興センタ ーは、 地場産業である 陶磁器産業（ みずなみ焼等） の

情報発信と 市内産業の振興に努めま す。  

◆沿道利用 

地区 

・ 近隣商業地以外の国道 19 号の沿道や国道 19 号に接続する 一般県道上山田寺

河戸線の沿道は、 沿道利用地区と し て商業・ 業務・ サービ ス 施設等の有効利

用について検討し ます。  

◆集落・ 農業 

地区 

・ 市街地外南部の丘陵地の平地部を中心に広がる 集落地においては、 幹線・ 補

助幹線道路の整備によ り 中心部と のネッ ト ワ ーク 強化や市内各地域と のネッ

ト ワ ーク 形成を図る と と も に、 生活基盤整備や生活に身近な都市機能の誘導

に努め、 居住環境の維持・ 改善を図り ま す。  

◆丘陵・ 森林 

地区 

・ 地域の約 50%を占める 丘陵・ 森林地区は、 自然環境の保全・ 維持管理に努め

ま す。  
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図 ７ . ２  ま ちづく り 構想図【 瑞浪地域（ 瑞浪地区）】  
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瑞浪都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針を別のと おり 変更する 。  

カ．瑞浪都市計画区域マスタープラン（令和３年１⽉15⽇変更）



2  都市計画の目標

瑞浪-5  

２  都市計画の目標 

２ －１  都市づく り の基本理念 

第 6 次瑞浪市総合計画の将来都市像は「 幸せ実感都市 みずなみ ～共に暮ら し  共に育ち 

共に創る ～」 であり 、 本区域における 都市づく り の基本理念及び、 都市づく り の目標を以下のと

おり 設定し ま す。  

◆都市づく り の基本理念

快適で活力に満ちた交流共生都市 

◆都市づく り の目標

● 安心・ 快適で利便性の高い生活環境都市づく り

● 活力ある 産業交流都市づく り

● う る おいのある 魅力的な自然・ 歴史文化都市づく り

２ －２  地域毎の市街地像（ ま ちづく り のイ メ ージ）  

本区域を 用途地域の指定状況を も と に、「 住居地域」、「 商業地域」、「 工業地域」、「 農業・ 集落

地域」、「 森林・ 緑地地域」 の 5 つの地域に大別し 、 地域毎のま ちづく り のイ メ ージを 示し ま す。 

( １ )  住居地域

住居系用途地域に指定さ れている 地区と 、一部工業系の土地利用がさ れている が良好な住環境

が形成さ れる 土岐川に面し た地区を 、 安全・ 安心・ 快適で、 暮ら し に適し た環境の創出に努める

地域と し ま す。  

( ２ )  商業地域

・ JR 瑞浪駅周辺地区については、 JR 瑞浪駅利用者や地元住民等をタ ーゲッ ト と し た、 中心商

業地と し て魅力ある 商店が集ま り 、 市民が歩いて買い物を 楽し める 環境や、 買い物を し や

すい環境の創出に努める 地域と し ま す。

・ ( 国) 19 号や( 一) 上山田寺河戸線沿道で、既存の大型商業施設を中心と し た地区については、

車によ る 移動者をタ ーゲッ ト と し た、 沿道型サービ ス 施設の立地に適し た場所と し て、 商

業の活性化を図る 地域と し ま す。  
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４  主要な都市計画の決定の方針 

４ －１ 土地利用に関する 主要な都市計画の決定の方針 

１ ． 主要用途の配置の方針 

( １ )  住居系

① 低層住居地区

・ JR 瑞浪駅の北東に位置する 一日市場地区周辺、 土岐地区のほか、 ( 国) 19 号以南の明賀台及

び学園台等の住宅団地では、 戸建てを中心と し た住宅地と し 、 地区計画や建築協定等を活

用し 、 統一感のある ま ち並みづく り や、 ゆと り と 潤いのある 良好な居住環境の形成を 図り

ま す。

② 中低層住居地区

・ JR 瑞浪駅北側の商業地に隣接する 地区、 土岐川を挟んで近接する 中京高等学校周辺、 瑞浪

中央土地区画整理事業によ り 基盤整備さ れた( 都) 寺河戸山田線周辺及び山田町の住宅団地

等では、 アパート やマン ショ ン 及び市営住宅等を 計画的に配置し 、 快適で良好な居住空間

の整備を 図り ま す。

③ 一般住居地区

・ JR 中央本線の北西部や、 瑞浪大橋上流の左右岸にある 既存の住宅地等では、 低層・ 中層住

宅の立地を主と し ま すが、 周辺住民の生活に身近な施設の立地も 許容し 、 快適で利便性の

高い居住環境の形成を 図り ま す。 ま た、 土地利用の混在によ る 生活環境への影響に配慮す

る と と も に、 未利用地における 計画的な土地利用を 図り 、 安心・ 快適な都市型の居住環境

を 形成し ま す。

・ 市街地外で開発さ れた住宅団地等については、 地域の状況に応じ て、 良好な住環境の形成

を 誘導する よ う 適切な地域地区の指定を 検討し ま す。

( ２ )  商業系

① 中心商業地区

・ JR 瑞浪駅周辺における 、 既存の商業・ 業務機能が集積する 地域では、 中心市街地と し ての

活性化を 図る ため、 市街地再開発事業等によ り 、 魅力ある 商店の集積や買い物を楽し める

環境の形成を図り ま す。

② 沿道商業地区

・ 市街地内の( 都) 国道 19 号線沿道、 ( 都) 国道 19 号以南の( 都) 寺河戸山田線沿道では、 交通
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利便性を 活かし 、 大型商業施設を 中心に沿道型の商業・ サービ ス 系施設が立地でき る 区域

と し 、 利便性の高い商業地区の形成を図り ま す。  

( ３ )  工業系

・ 工業地と し て、 市街地南西部の大規模工業地区を 中心に、 ( 都) 和合山田線沿道の工業地区、

土岐川沿いの工業地区等の既存工業地を 位置付けま す。 ま た、 瑞浪ク リ エイ ショ ン・ パー

ク を新産業創出の拠点と し て位置付けま す。

２ ． 市街地における 建築物の密度の構成に関する 方針 

( １ )  住居系

・ 低層住居地区においては、 低密度（ 容積率 100％以下） と し 、 中低層住居地区、 一般住居地

区については、 周辺環境と の調和を図り ながら 中密度（ 容積率 200％） を基本と し て適切に

定めま す。

( ２ )  商業系

・ 中心商業地区においては、 必要に応じ て建築物密度の高度化を図り 、 沿道商業地区におい

ては、ゆと り ある ま ち並み形成に向け低密度（ 容積率 200％程度）な市街地形成を 図り ま す。

なお、 瑞浪駅周辺においては高度利用の度合いに応じ て適切に定めま す。

( ３ )  工業系

・ ゆと り ある 就業環境や防災上の安全性を 確保する ため、 中密度（ 容積率 200％程度） な市街

地形成を 図り ま す。

３ ． 市街地の土地利用の方針 

( １ ) 用途転換、 用途純化又は用途の複合化に関する 方針

・ 幹線道路沿道で、 商業施設の立地が進む地域においては、 用途の純化を図り 、 商業系用途

地域への転換を検討し ま す。

・ 市街地の西側では、 地場産業であ る 窯業・ 土石製品業が営ま れており 、 住工混在地区と な

っ ていま す。 こ れま でのま ちの成り 立ち等を 踏ま え、 住工混在を認め、 今後も 地場産業の

維持・ 保全を図り つつ、 良好な市街地環境の形成を図り ま す。

( ２ ) 居住環境の改善又は維持に関する 方針

・ 用途地域内における 古く から の既成市街地では、 地区計画等の適用を検討し 、 良好な居住

環境への改善及び耐火建築物等で災害に強い居住環境への改善を図り ま す。 さ ら に、 市街
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( ４ )  計画的な都市的土地利用の実現に関する 方針

・ 本区域内に点在し ている 既存集落を集落地区と し て位置付け、 日常生活に必要な生活基盤

の整備を 積極的に行い、 良好な営農環境の保全及び自然と 調和し た良好な住宅地を形成し

ま す。

・ 集約型都市構造の実現に向け、 用途地域外においては、 新たな宅地開発の抑制、 農地、 山

林の保全に努め、 新たな土地利用の需要に対し ては、 既存の市街地内の低・ 未利用地を 優

先的に活用し ま す。 ただし 、 広域道路網を活用し 都市の活力を生み出すために必要な産業

用地の確保や、 良好な居住環境の形成等のために必要な場合には、 周辺の自然環境や営農

環境等と の調和に十分に配慮し 、 農林漁業に関する 土地利用と の調整を図っ た上で、 計画

的な整備を許容し ま す。  

４ －２  都市施設の整備に関する 主要な都市計画の決定の方針 

１ ． 交通施設の都市計画の決定の方針 

( １ )  基本方針

① 交通体系の整備の方針

・  東西方向の交通機能及び本区域のネッ ト ワ ーク を強化する 道路網の整備促進を図り ま す。

・  JR 瑞浪駅を中心と する 市街地中心部と 周辺地区を結ぶ道路体系を維持し ま す。

・  リ ニア岐阜県駅と の広域連絡を推進し ま す。

・  ( 都) 国道 19 号線（ 瑞浪恵那道路） においては、 渋滞の緩和、 交通事故の軽減、 沿道環境の

改善を図る ため、 バイ パス と し ての整備を行いま す。 ま た、 ( 都) 国道 19 号線（ 瑞浪恵那道

路） の整備後の現在の( 国) 19 号については、 通過交通量の減少によ り 、 安全・ 安心な地域

の生活道路と し て維持し ま す。

・  自然生態系の保全、 環境と 調和し た道路網の整備を行いま す。

・  生活の利便性を 維持する ためには、 公共交通機関の確保が必要であり 、 鉄道・ コ ミ ュ ニテ

ィ バス 等総合的な公共交通体系の構築を 目指し ま す。

・  ( 都) 国道 19 号線（ 瑞浪恵那道路） の利用者にと っ て、 立ち寄り やすく 、 休憩でき る 道の駅

の整備を 検討し ま す。 ま た、 道路休憩機能だけでなく 、 地域振興・ 防災機能等の整備も 検

討し ま す。

② 整備水準の目標

概ね 20 年後の整備水準の目標と し て、 現在計画さ れている 市街地外の( 都) 国道 19 号線

（ 瑞浪恵那道路） の全区間整備を目指し ま す。  
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第７ 次 瑞 浪 市 総 合 計 画 “ 基 本 計 画 ”

（ 瑞 浪 市 版 総 合 戦 略 ）

キ．第７次瑞浪市総合計画



（ １ ） 人・ 未来を育むま ちづく り

子ど も は地域の宝である と いう こ と を 念頭に、地域で支え

合いながら 安心し て子ど も を産み育てら れる よ う 、子育て支

援を 充実さ せる と と も に、生き 抜く 力を 育む学校教育の充実

を図り ま す。 ま た、 誰も が気軽に学び、 その成果を 地域に活

かすこ と ができ る 機会、 ス ポーツ や芸術を楽し む機会、 地域

の歴史や伝統文化を 理解する と と も に親し む機会を 創出す

る など 、 “人・ 未来を 育むま ちづく り ”を推進し ま す。

（ ２ ） 魅力あふれる ま ちづく り

本市の豊かな自然や歴史、 文化等を 市内外に広く 発信し 、 本市

の認知度なら びにイ メ ージの向上と と も に、 本市への愛着の醸成

を図り ま す。

市民と 行政の適切な役割分担のも と でパート ナーシッ プを 構築

し 、 協働のま ちづく り によ る 課題解決に取り 組み、 ま ちづく り への

積極的な参画を促すなど、“魅力あふれる ま ちづく り ”を推進し ま す。

（ ３ ） 生涯活躍のま ちづく り

一人ひと り の健やかな心と 身体を育みつつ、 高齢者福祉と 障

がい者福祉の充実を図り ま す。 ま た、 地域住民や地域の多様な

主体がつながり 合い、 支え合いながら 生き がいを持って安心し

て暮ら し ていける 地域共生社会の実現を 目指す、“生涯活躍のま

ちづく り ”を推進し ま す。

（ ４ ） 活気みなぎる ま ちづく り

魅力ある 地域産業づく り に取り 組むと と も に、農林業・ 畜産業・ 商

業・ 工業等の産業と 、豊かな自然や歴史、文化と いっ た資源を活かし

た観光を連携さ せ、ま た、新規や規模拡大に取り 組む事業者を積極的

に支援する など、 地域産業や地域資源を 最大限に活用し た、 “活気み

なぎる ま ちづく り ”を推進し ま す。

（ ５ ） 持続可能なま ちづく り

環境問題や省エネルギー・ 新エネルギーへの取組を 強化し つつ、

し なやかで強靭な都市基盤と 利便性の高い公共交通の構築を 進め

ま す。 ま た、 本市での安全・ 安心な暮ら し が続けら れる よ う 、 自

助・ 共助・ 公助の連携によ る 防災・ 防犯体制の強化を 図る と と も

に、 質の高い行財政運営を 進める ため行政改革に取り 組むなど、

“持続可能なま ちづく り ”を推進し ま す。

ま ちづく り の基本方針
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３  商業 

（ １ ） 商業の活性化を担う 人材育成 

●商工会議所と の連携を強化し ながら 、 創業や経営改善に関する 講座等の開催、 小規模事業者の指導を行

う など 総合的な支援を 進めま す。  

●融資制度の利用促進を 行う と と も に、 創業や新たな事業展開に関する 支援を行いま す。  

●地域資源の活用によ り 、 地域経済の活性化と と も に地域課題の解決に取り 組む起業家への支援を行いま

す。  

●中心市街地のま ちづく り に取り 組む人材の育成について、 支援を 進めま す。  

 

（ ２ ） 中心市街地活性化 

●地域交流セン タ ーを活用し 、 交通結節点である 利点を 活かし た活動・ イ ベント を実施し ま す。  

●中心市街地を会場にし た美濃源氏七夕ま つり 等、 各種イ

ベン ト の開催を支援し 、 にぎわいのある ま ちづく り を進

めま す。  

●徒歩圏内にま ちと し ての機能が集約し ている 中心市街地

の利点を活かし て、 魅力的な拠点づく り のための事業を

検討し ま す。  

 

（ ３ ） 魅力ある 商店づく り  

●魅力ある 個店整備の推進やサービ ス の展開を支援し 、 空き 店舗の利活用を促進し ま す。  

●ロ ード サイ ド や周辺地域での商業振興、 高齢者等の買い物弱者対策を進めま す。  

●大型店と 小規模商店の連携によ る 市内消費の拡大を支援し ま す。  

●地場産品の特産品化及び販売促進について、 地域の飲食店等と と も に連携し て進めま す。  

 

 

  

施策に関連する  

SDGs 



４  工業 

（ １ ） 地場産業の活性化

●みずなみ焼ブラ ンド の販路拡大に向けた支援を継続する と と も に、 商工会議所と も 連携し 、 市内で生産

さ れる 様々な製品の開発・ 販路開拓を支援し ま す。

●産業振興セン タ ーをも のづく り の拠点と し て活用し 、 地場産業の情報発信機能を確保し ま す。

●陶磁器に触れる 機会を提供し 、 デザイ ン等の楽し さ を広め、 陶磁器産業の人材確保に向けた裾野を 広げ

ま す。

●広域的視点に立って陶磁器産地の魅力を発信し 、 地域経済の振興に努めま す。

（ ２ ） 新たな産業の創出及び複合型産業への転換

●新し い事業に取り 組む意欲的な事業者を支援し 、 育成し ま す。

●リ ニア中央新幹線の開通を見込み、 企業誘致のための用地を確保し 、 様々な制度によ る 企業誘致に取り

組みま す。

●企業誘致のための情報発信や相談、 制度案内等の支援を行い、 企業が進出し やすい環境づく り に努めま

す。

施策に関連する  

SDGs 
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